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だジュニアリポーター17人は、たくさんの写真の中から
ベストショットを選び、みんなの前で発表しました。安
田さんの講評、中高生の記事と併せて紹介します。

お気IZ入りの 1肢
安田さん｜こ写真の基本を教わり、あがだの森公園で写真を撮リましだ。池の力

モや建物なと＼面白そうな物1612くさんあるの｜之、なかなかいい写真が撮れま

せん。そんなとき仁出会つだある男の子仁、写真を撮らせてもらうことlこしましだ。

しかし、あっち｜こ行っ芝リこっち｜ご行つだりと動きか、素早＜、簡単c_撮らせてく

れません。あきらめかけていだとき、とても面白い顔を力メラ｜こ向けてくれまし

左。この1枚は私のお気lこ入りです。

写真を撮って思つだことは「1枚で、伝えだいことを全て伝えるのはとても難しい」

ということで、す。難しかつだけれど、楽しかつだので、家にある力メラで面白い

写真を左くさん撮ってみ左いです。

（櫛原立冬・木曽町福島中1年）
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｜い日差しを上手｜ことらえ、すてきな ｜ 
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1987年神奈川県生まれ。16歳の時、認定NPO法人「国境なき；子ども左ち」のプログラム｜こ参加して力ンボ、

ジア｜こ滞在し、貧困問題｜こ関／らを措つ。上智大学に在学中、フォトジ、ヤーナリストとして活動を始める。世界各

国で取材を重ね、？フリ

力のウガンダで親を工イ

ス、で失っ左孤児を取材し

定作品で2012年、名取

洋之町写真賞を受けだ。

ま芝、 岩手県陸前高田

市を拠点、｜こ東日本大震

災の被災地を継続的lこ

取材。信濃毎日新聞「ス

テップ！青春のペジ、」

（金曜掲載）で連載中の

「中学生被災地へ」では

記事と写真を担当して

いる。

合回の写真教室で中

高生｜こ貸し出し左デジタ

ル 眼レフ力メラは、株

式会社ニコンからご協

力をいだたさきまし定。
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フォトジャーナリスト安田菜津紀さん
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発展途上国や東日本大震災の被災地で取材を続けるフォ
トジャーナリスト安田菜津紀さんの写真教室が昨年12月、
松本市あがたの森文化会館で聞かれました。撮影に挑ん
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いま自信rzできる之と
安田さんは力ンポジ、アで、「トラフィックドチルドレン」と呼ばれる子どもだちに

出会つだ。値段を付けられ、人里売買され左手ども左ち定。しかし、予ども左ちと

話すと、つらい目｜こ遭っ左自分のことよりも、会えなくなっ左家族のことを心

配していだ。

値段を付けられ、売られてもなお、家族のことを想う彼らと話し左安田さんは、

自分から誰か！こ優しさをあげ疋いと強＜心lこ決めだ。

合、中学生の僕左ち｜こは何ガ、できるの古ろう。東日本大震災のことや、いま

世界で、起こっているさまざまなことを風化させず＼興昧を持つこと。そして、自

分にできる、自分にしかで、きない役割を探し、そこ｜こ突っ走ること。そして、人に

優しさをあげることだ、と思っ定。

（坂口惰・上田市第一中1年）

害震とは胞をつかむきっかけ
まず、写真とは何か｜こついて。安田さんはわらをつかむきっかけ」とおっしゃリま

しだ。写真は無関心から興昧へとつなかる入口定と言うのです。何かlご感動し、

その感動でシヤ、ソターが切られる。写真｜こは気持ちが浮かび上か、るのEと。

そして、私も撮影｜之挑戦しましだ。私は、建物の電灯が招きです。撮影時闘が

終わる間際、どうにか電灯を撮りだくて階段の下から上の方を見あげると、木

の階段と窓、そして、そこから見える空がきれい［＇.＿見え、感動しましだ 。その瞬

間を力メラ｜こ収めましだ。

（立岩夏予・国立長野高専3年）

世界の人を実顔l之する定めrz
安田さんか、撮っ左写真のポスト力 ドをおみやげ｜こい疋だ、い定。力ンボジ、？の

手ども左ちか、写っていて、表情は満面の笑顔。生き生きとしていて、声をかけだ

ら返事が返ってきそうなくらい芝つだ。笑顔lcH世界のと、こ｜ごいても伝わる共通

語定、と私Id:思つだ。世界中の人々が笑顔｜ごなるだめ｜こは、どうしだらいいのだ、

ろう。

フォトジ、ヤーナリストは、世界で、何が起こっているのかを写真で、伝える仕事芝。

そして、写真はその場所に行かないと撮影できない。つまりフォトジヤナリスト

とは、その場所［＇.＿ある風景、そこ lご住む人々lご会い｜ごい＜仕事なの芝と教えて

もらつだ。とても素敵な仕事たさな、と思つだ。

（小林希・国立長野高専1年）

宮田薬津紀さ九・／Jカシホ:Ii'で撮彰し陸宮震
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来燕へのメツ包一歩
安田さんは、中学生のときに父と兄を亡くし定。そして、東日本大震災では義

理の母を亡くし左。震災のあとでは、何を撮っ左らよいのか分からなくなっ左と

いう。そんな安田さんを助け左のは岩手県陸前高田市の仮設住宅に住む人の

声だ、つ左。

「合思うとね、あのときlこ写真を撮ってほしかっ左ん定よね。次の世代仁ヒントと

して残してほしかっ左ね」

だ、んだ、んと薄れてい＜震災の記憶。私達もどれたさけ震災の記憶を忘れてしまつ

だ芝、ろうか。

「この1枚が未来へのメ、ソセジやヒントlこなるかもしれない」。そんな思いを

込めて会日も安田さんはシ付ソターを押し続ける。
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（中島瑞穂・長野高校2年）
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笑顔引き出すコミコニケーショシ
安田さん｜こ教わって撮影に挑戦しだ。公園の遊

具で遊ぶ男の手と話しなか、ら、撮影していると、

彼が満面の笑みを私！こ向けてくれ左。コレだ、！と

思っ疋瞬間｜こシャッターを切っ定。

安田さん｜こ「男の予の笑顔ガ、ヌテキだ、ね。積極

的｜こコミュニケーシヨンを取ってい疋ね」と評価し

てもらっ走。写真ので、きも満足だ、つ定か＼褒めて

い左芝、い左ことガ、ま芝うれしかっ定。

会までも、素敵な票色を見ると写真｜こ撮り左い

なと思うことが、多かっ定か＼舎回の取材でさら｜ご

写真を撮っていき左いと感じ定。

（小山奈乃実・上田市第二中2年）
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’・＝i農毎日新聞地域活動部は2 向 同会館ではこの目、佐久市公民
1a月22日、県内の中学・高校生 主 館主催の「第9回佐久市短詩型文
を対象仁しだ川｜柳教室を佐久市野 田 学祭」も開かれ、やすみさんは午後

沢会館で開きます。講師は「恋の五 ·~ 2時から記念講演します。聴講無料。
七五ワイド」選者のやすみりえさん u:. 
で、参加者を葬集しています。 モー一
教室は午前10時半～午後O時半。シえ
参加する中高生はやすみさんの指 ？守
導で句を作り、お互いの作晶を鑑 ，も
賞します。 ヨご
教室に参加しながら、教室の様子 信電
を後目、記事｜こまとめるジ、ユ二7リ 生t
ポータ一（中学・高校生記者）も併 ＝＝ 
せて募集します。 ｜ロ
参加無料で、応募の締め切りは2 l"'J" 
月10日。メ ル（t chi iiく｜＠州mai.co. JI I 
」p）かファクス（026-236-3193）、Id: 4脂血

か、き（干380-8546長野市南県町6 刷p

mで信毎「ステップリ係へ。応募 叡
多数の場合は抽選となります。参 R 
加が決まっ左中高生のみなさんに ＝＝ 
は、後日、詳しい資料を郵送します。

ilifし撮り巴挑戦
教室では、まず基本的な構図や撮影授術を教えてもらい、1時間ほどの撮影
｜こ挑戦。毎日あまリ気｜こせず通るような場所に力メラを向け、シャッターを切る

のは新鮮でし定。

私は今回、講義で、教わっていない「流し撮り」！こ挑戦しまし左。被写体の動き！こ

合わせて自分も瞬間的｜こ動くことで、スピド感を出す万法です。しかし、結果
Id:ヒ。ンボケであえな＜撃沈・－－。

ですが、講師の安田さんからお褒めの言葉を頂けて光栄でし左。

教室でId:、自分で、撮っ左写真からベストシヨットを選び、みんなの前で、発表しま

しだ。私は伺も考えずlごシヤ、ソタを切っていだので、知らぬ閏｜ご165枚を撮って

おり選び出すの！こ一苦労でしだ。
1人1人力メラを向ける位置や構図ガ、遣い、勉強｜こなりましだ。

（栗林和弘・松本工業高校3年）
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